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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（百万円） 108,705 95,037 154,869

経常利益（百万円） 5,943 446 8,658

四半期（当期）純利益又は四半期純損

失（△）（百万円）
3,025 △741 4,324

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
3,271 △545 4,403

純資産額（百万円） 60,255 55,898 61,387

総資産額（百万円） 90,843 85,630 92,924

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

34.08 △8.53 48.89

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
34.08 － 48.89

自己資本比率（％） 66.1 64.9 65.8

　

回次
第26期

第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 1.53 1.55

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第27期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

① セグメント別の受注高・売上高・受注残高

　民間企業（ＥＰ）事業では、金融向け案件を中心に順調に推移し前年を上回りました。通信事業者・インター

ネットサービスプロバイダー（ＳＰ）事業では、設備投資の需要が後退し前年を大きく下回りました。地域・公共

（ＡＰ）事業では、採算重視に努めたこともあり前年を下回りました。パートナー事業（ネットワンパートナーズ

株式会社－ＮＯＰ）では、パートナー連携強化が功を奏し前年を上回りました。

　当第３四半期連結累計期間における受注高は、1,010億91百万円となり166億91百万円（前年同四半期比14.2％

減）の減少となりました。内訳としては、ＥＰ事業で242億41百万円（前年同四半期比18.8％増）、ＳＰ事業で343

億69百万円（前年同四半期比36.5％減）、ＡＰ事業で270億６百万円（前年同四半期比15.7％減）、パートナー事

業で146億61百万円（前年同四半期比38.2％増）、その他で８億13百万円（前年同四半期比27.6％増）となりまし

た。

　売上高は、950億37百万円となり136億68百万円（前年同四半期比12.6％減）の減少となりました。内訳として

は、ＥＰ事業で218億98百万円（前年同四半期比5.7％増）、ＳＰ事業で396億29百万円（前年同四半期比29.3％

減）、ＡＰ事業で203億64百万円（前年同四半期比1.6％減）、パートナー事業で122億99百万円（前年同四半期比

15.8％増）、その他で８億44百万円（前年同四半期比36.0％増）となりました。

受注残高は、573億70百万円となり33億９百万円（前年同四半期比5.5％減）の減少となりました。内訳として

は、ＥＰ事業で139億44百万円（前年同四半期比3.1％増）、ＳＰ事業で140億25百万円（前年同四半期比19.4％

減）、ＡＰ事業で218億82百万円（前年同四半期比11.4％減）、パートナー事業で74億65百万円（前年同四半期比

49.8％増）、その他で52百万円（前年同四半期比30.5％減）となりました。

　

② 商品群別の受注高・売上高・受注残高

当第３四半期連結累計期間における受注高は、ネットワーク商品群が474億81百万円（前年同四半期比26.8％

減）、プラットフォーム商品群が181億62百万円（前年同四半期比9.3％増）、サービス商品群は354億47百万円

（前年同四半期比2.4％減）となりました。

売上高は、ネットワーク商品群が447億73百万円（前年同四半期比27.6％減）、プラットフォーム商品群が141

億32百万円（前年同四半期比10.3％増）、サービス商品群は361億31百万円（前年同四半期比6.1％増）となりまし

た。

受注残高は、ネットワーク商品群が153億73百万円（前年同四半期比13.5％減）、プラットフォーム商品群が73

億48百万円（前年同四半期比9.8％減）、サービス商品群は346億49百万円（前年同四半期比0.4％減）となりまし

た。

　

③ 損益の状況

　売上総利益は売上高の大幅な減少に加え、第１四半期連結累計期間に特別損失が発生した特定案件を契約解除

し、追加費用を計上したことにより、215億84百万円（前年同四半期比18.2％減）となりました。一方、販売費及

び一般管理費の削減に努めていますが、結果として営業利益は１億11百万円（前年同四半期比98.1％減）、経常利

益は４億46百万円（前年同四半期比92.5％減）、四半期純損失は７億41百万円（前年同四半期は四半期純利益 30

億25百万円）となりました。　
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(2）資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は856億30百万円となり、前連結会計年度末に比べて72億94百万円の減

少（7.8％減）となりました。

　個別に見ますと、流動資産は737億63百万円となり、前連結会計年度末に比べて83億３百万円の減少（10.1％

減）となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が115億19百万円、有価証券が47億99百万円それぞれ減少

し、一方で、たな卸資産が合計で81億11百万円増加したことによるものです。また、固定資産は118億66百万円と

なり、前連結会計年度末に比べて10億９百万円の増加（9.3％増）となりました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は297億31百万円となり、前連結会計年度末に比べて18億５百万円の減

少（5.7％減）となりました。これは主に、買掛金が46億７百万円、賞与引当金が８億33百万円それぞれ減少し、

一方で、前受金が35億45百万円増加したことによるものです。

（純資産） 

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は558億98百万円となり、前連結会計年度末に比べて54億88百万円の

減少（8.9％減）となりました。これは主に、四半期純損失を７億41百万円計上したことと、配当金29億73百万円

の支払い及び自己株式を20億円取得したことによるものです。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、15億24百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設の計画は、次のとおりであります。

会社名
事業所名　

所在地
セグメント
等の名称

設備
の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定年月
完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

着手 完了

当社本社
東京都
千代田区

全社
基幹
システム

1,145 471 自己資金
平成25年
９月

平成26年
３月

－

(注) １．完成後の増加能力については、その測定が困難なため、記載を省略しております。

    ２．上記の金額には、消費税等を含めておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 89,000,000 89,000,000
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は100
株であります。

計 89,000,000 89,000,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成26年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 89,000,000 － 12,279 － 19,453

　　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　1,538,600 －
権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 　87,455,000 874,550 同上

単元未満株式 普通株式       6,400 － －

発行済株式総数 89,000,000 － －

総株主の議決権 － 874,550 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,400株含まれております。

　　　また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数44個が含まれております。

　

　　②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ネットワンシステムズ
株式会社 

東京都千代田区丸の
内二丁目７番２号Ｊ
Ｐタワー

1,538,600 － 1,538,600 1.73

計 － 1,538,600 － 1,538,600 1.73

（注）当第３四半期会計期間において、自己株式の取得を実施したため、平成25年12月31日現在の自己株式数は

4,470,825株となり、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は5.02％となっております。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から

平成25年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,580 16,827

受取手形及び売掛金 35,280 23,761

有価証券 10,999 6,199

商品 5,030 9,851

未着商品 272 143

未成工事支出金 3,470 6,877

貯蔵品 23 35

繰延税金資産 862 1,027

その他 7,549 9,043

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 82,067 73,763

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品 3,924 3,837

その他 1,311 2,031

有形固定資産合計 5,235 5,869

無形固定資産

のれん 303 153

その他 976 1,407

無形固定資産合計 1,279 1,560

投資その他の資産

投資有価証券 215 868

繰延税金資産 1,395 1,451

その他 2,746 2,129

貸倒引当金 △15 △12

投資その他の資産合計 4,341 4,436

固定資産合計 10,857 11,866

資産合計 92,924 85,630
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 15,626 11,019

リース債務 864 997

未払金 1,596 1,384

未払法人税等 710 175

前受金 8,241 11,786

賞与引当金 1,918 1,085

役員賞与引当金 43 －

資産除去債務 204 10

その他 1,220 1,430

流動負債合計 30,426 27,889

固定負債

リース債務 971 1,068

資産除去債務 117 319

その他 20 453

固定負債合計 1,110 1,842

負債合計 31,537 29,731

純資産の部

株主資本

資本金 12,279 12,279

資本剰余金 19,453 19,453

利益剰余金 30,916 27,201

自己株式 △1,518 △3,518

株主資本合計 61,131 55,416

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △5 △4

繰延ヘッジ損益 64 186

その他の包括利益累計額合計 58 181

新株予約権 35 66

少数株主持分 161 233

純資産合計 61,387 55,898

負債純資産合計 92,924 85,630
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 108,705 95,037

売上原価 82,330 73,452

売上総利益 26,374 21,584

販売費及び一般管理費 20,523 21,472

営業利益 5,851 111

営業外収益

受取利息 26 14

受取配当金 9 5

持分法による投資利益 2 1

為替差益 4 15

販売報奨金 57 85

団体保険配当金 60 26

法人税等還付加算金 － 40

その他 10 206

営業外収益合計 172 396

営業外費用

支払利息 35 42

投資有価証券評価損 － 14

自己株式取得費用 13 2

貸倒引当金繰入額 △12 △0

その他 43 1

営業外費用合計 80 61

経常利益 5,943 446

特別利益

負ののれん発生益 89 －

投資有価証券売却益 － 5

関係会社株式売却益 15 －

特別利益合計 105 5

特別損失

固定資産除却損 51 62

固定資産売却損 － 2

減損損失 － 77

投資有価証券評価損 － 8

特定案件損失 －
※ 870

その他 4 －

特別損失合計 56 1,020

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

5,992 △568

法人税、住民税及び事業税 901 293

過年度法人税等 597 103

法人税等調整額 1,445 △295

法人税等合計 2,944 100

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

3,047 △669

少数株主利益 21 72

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,025 △741
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

3,047 △669

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2 1

繰延ヘッジ損益 220 121

その他の包括利益合計 223 123

四半期包括利益 3,271 △545

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,249 △618

少数株主に係る四半期包括利益 21 72
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　特定案件損失

　官公庁の特定案件において想定外の臨時的な損失が見込まれる取引が発生したため、当該損失見込額を計上し

ております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 1,964百万円 1,862百万円

のれんの償却額 152 149

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月14日

定時株主総会
普通株式 2,072 4,600 平成24年３月31日 平成24年６月15日  利益剰余金

平成24年10月25日

取締役会
普通株式 1,486 17.00 平成24年９月30日 平成24年11月26日  利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の取得）　

　当社は、平成24年７月26日開催の取締役会決議に基づき、平成24年７月27日から平成24年８月24日までの期間にお

いて、自己株式2,647,400株の取得を行っております。これにより、自己株式が2,999百万円増加しました。

　

（自己株式の消却)

(1) 当社は、平成24年４月26日開催の取締役会決議に基づき、平成24年４月27日付で自己株式18,380,000株の消却を

行っております。これにより、利益剰余金が14,375百万円減少しました。

　

(2) 当社は、平成24年９月21日開催の取締役会決議に基づき、平成24年９月28日付で自己株式3,000,000株の消却を

行っております。これにより、利益剰余金が2,960百万円減少しました。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月13日

定時株主総会
普通株式 1,486 17.00 平成25年３月31日 平成25年６月14日  利益剰余金

平成25年10月25日

取締役会
普通株式 1,486 17.00 平成25年９月30日 平成25年11月25日  利益剰余金
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２．株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の取得）　

　当社は、平成25年10月25日開催の取締役会決議に基づき、平成25年10月29日から平成25年11月６日までの期間にお

いて、自己株式2,932,200株の取得を行っております。これにより、自己株式が1,999百万円増加しました。

　

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至 平成24年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結　
損益計算

書　　計上額ＥＰ
事業

ＳＰ
事業

ＡＰ
事業

パート
ナー事業

計

売上高  　      　 　

外部顧客への

売上高
20,720 56,054 20,691 10,617 108,084 621 108,705 － 108,705

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 19 2 0 22 808 831 △831 －

計 20,720 56,074 20,693 10,617 108,107 1,429 109,536 △831 108,705

セグメント利益

又は損失（△）
△570 7,751 △1,252 589 6,517 81 6,598 △747 5,851

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、サーバサービス事業等を含んで

おります。

　　　 ２.　セグメント利益（営業利益）の調整額△747百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△747

百万円が含まれております。全社費用は、主にセグメントに帰属しない一般管理費であります。 　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結　
損益計算

書　　計上額ＥＰ
事業

ＳＰ
事業

ＡＰ
事業

パート
ナー事業

計

売上高  　      　 　

外部顧客への

売上高
21,898 39,629 20,364 12,299 94,192 844 95,037 － 95,037

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ 13 3 162 180 756 936 △936 －

計 21,898 39,643 20,368 12,462 94,372 1,601 95,974 △936 95,037

セグメント利益

又は損失（△）
△114 2,646 △2,601 484 414 171 586 △474 111

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、サーバサービス事業等を含んで

おります。

　　　 ２.　セグメント利益（営業利益）の調整額△474百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△474

百万円が含まれております。全社費用は、主にセグメントに帰属しない一般管理費であります。 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

(１)１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
34.08円 △8.53円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
3,025 △741

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
3,025 △741

普通株式の期中平均株式数（株） 88,796,808 86,867,081

(２)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 34.08円 －

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株）　 1,692 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要　

－ －

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。　　

　

　

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。　

　

２【その他】

平成25年10月25日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

(イ) 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　1,486百万円

(ロ) １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　17円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成25年11月25日　　　

(注)平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月13日

ネットワンシステムズ株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 羽鳥　良彰  　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池田　　徹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているネットワンシス

テムズ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月

１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ネットワンシステムズ株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四

半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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